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１．研究の背景と目的 

現代の都市は、郊外型店舗の出現などによって中心市

街地の空洞化、都市活力の低下など様々な都市問題が発

生している。その取り組みとしてコンパクトシティ論が

挙げられる。コンパクトシティは人口密度の高さと徒歩

生活などを重視した都市構造による効率的な都市である。 

 そこで、本研究では各地域の学校区と徒歩圏を単位と

して、大分市の人口分布と徒歩生活環境の状況を把握し、

人口分布による徒歩生活環境の相関関係を求め、コンパ

クト性を評価することを目的としている。 
 
２．対象地概要と研究方法 
本研究は平成 17 年に大分市と合併された野津原地区と
佐賀関地区を除いた旧大分市の 53 学校区(図 1)を対象と
している。使用データは国勢調査による平成 16 年から平
成 20 年までの大分市の町丁目別人口データ、学校区や建
物の GIS データを用いる。はじめに大分市の町丁目別人

口データを用いて学校区ごとの人口データを求め、学校

区の可住地面積データと共に学校区別人口密度を算出す

る。次に、交通・居住・教育環境の三つの環境に分け、

生活環境評価を行う。最後に、学校区別の人口密度と生

活環境評価の項目との相関関係を把握する。 
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３．大分市の学校区別人口分布 
 大分市の平成 20 年の人口データと学校区別可住地の面
積を用いて、人口密度を算出（図 2）する。人口密度の平
均は 54 人/ha であり、中心部の津留と長浜が 108 人/ha と
81.70 人/ha で高い値を示している。しかし、竹中、上戸
次、吉野、丹生などの郊外地域の人口密度は低い値を示

しており、中心部に近いほど人口密度が高くなっている。

また、平成 16 年から 5 年間の人口分布の経年変化を把握
するため、平成 20 年と 16 年の人口密度の差を算出（図
2）する。その結果、大分市は平成 16 年から 5 年間、平
均 1.07 人/ha の人口密度が増加しており、郊外地域の明野
北と三佐、坂ノ市が各々17.28人/haと 12.10人/ha、8.89人
/ha で増加しているのがわかる。しかし、中心部の大道と
舞鶴は各々3.61 人/ha と 1.36 人/ha 減少し、中心部の一部
には人口密度の減少がみられるが、多くの郊外地域には

人口密度が増加しているのがわかる。 
 
４．大分市の生活環境評価 
 交通環境はバス停、居住環境は商業施設、教育環境は

高校を評価項目の生活環境施設として用いて徒歩生活環

境を把握する。評価方法は各生活環境施設から徒歩圏内

にある住宅数の比率を算出（図 3）する。また、住宅分布
の重心から徒歩圏内にある生活環境施設の数を集計（図

4）する。ここで徒歩圏は 500m と設定している。 
 まず、交通環境をみてみると、全住宅のうち、バス停

から徒歩圏内にある住宅数の平均比率は 79％であり、中
心部の舞鶴、津留は 100％で最も高い。しかし、郊外の丹
生と竹中は 3％以下の値を示している。また、住宅分布の
重心から徒歩圏内にあるバス停の平均数は約 3 箇所であ
り、中心部の春日町と津留が各々9箇所と 8箇所で多いが 
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図１．対象地と学校区 
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図２．学校区別人口分布 
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図３．学校区別生活環境施設から徒歩圏内にある住宅数の比率 
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図４．学校区別住宅分布の重心から徒歩圏内にある生活環境施設 

 
坂ノ市、神崎、竹中など郊外地域は住宅分布の重心から

徒歩圏内にバス停が設置されてない。結果、バス停に対

する近接性は中心部の舞鶴、津留が最も高く、郊外地域

に行くほど低くなるのがわかる。 
次に居住環境をみると、商業施設から徒歩圏内にある

住宅数の平均比率は 81％であり、中心部と共に稙田、明
野西、鶴崎、大在など、中心部から離れた地域も 90％以
上で高い値を示している。また、住宅分布の重心から徒

歩圏内にある商業施設の平均数は約 13 箇所で、中心部の
荷揚町が 105 箇所で最も多く、南大分、鶴崎などの学校
区も 40 箇所以上で多い。そこで、商業施設に対する近接
性は中心部だけではなく、郊外地域にも高くなっている

のがわかる。 
 そして、教育環境をみると、高校から徒歩圏内にある

住宅数の平均比率は 7.12％で中心部の舞鶴と金池が各々
52％と 49％で高い値を示しているが神崎、竹中などの郊
外地域は高校から徒歩圏内に住宅が分布されてない。ま

た、住宅分布の重心から徒歩圏内にある高校の平均数は

約 1箇所で、金池が 2箇所、中島と吉野が各々1箇所でそ

れ以外の学校区には住宅分布の重心から徒歩圏内に高校

が立地されてない。結果として、高校に対する近接性は

金池、中島などの中心部の一部以外には低いのがわかる。 
 
５．大分市の学校区別人口分布と徒歩生活環境との相関 
大分市の人口分布と徒歩生活環境との関連性を把握す

るために人口密度と生活環境評価項目（表 1）との相関分
析（図 5）を行う。まず、人口密度はバス停と商業施設か
ら徒歩圏内にある住宅数の比率とは高い相関が認められ

た。また、住宅分布の重心から徒歩圏内にあるバス停や

商業施設の数ともやや相関があると考えられる。しかし、

人口密度と高校の近接性は相関が低い。 
 

表１．生活環境評価項目（5％以下の水準で有意な項目のみ） 
 生活環境評価の項目 有意確率

ア 学校区別バス停から徒歩圏内にある住宅数の比率 0.00 
イ 学校区別住宅分布の重心から徒歩圏内にあるバス停の数 0.01 
ウ 学校区別商業施設から徒歩圏内にある住宅数の比率 0.00 
エ 学校区別住宅分布の重心から徒歩圏内にある商業施設の数 0.03 
オ 学校区別高校から徒歩圏内にある住宅数の比率 0.03 
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図５．学校区別人口密度と生活環境評価項目の相関係数 
 
７．総括 
 本稿では大分市を対象に学校区単位の徒歩生活環境に

関する利便性の評価を行い、人口分布との関連性を考察

した。まず、バス停に対する近接性は中心部から郊外地

域に行くほど低くなるが、商業施設は中心部だけではな

く、郊外地域にも分布されている。また、高校に対する

近接性は中心部の一部のみ高くなっているのがわかる。

次に、大分市の人口分布はバス停と商業施設の近接性と

は相関が強いが、高校とは関連性が低いといえる。 
 今後の課題としては、より詳しい人口分布を把握する

ため、生活環境評価項目を増やすことや交通・居住・教

育環境の評価結果を総合的に評価することが求められる。 
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